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市政だより
人口の動き

(前月比〉
人口(男)33. 327 + 90 

(女) 36. 221 + 67 
(言十)69. 548 +157 

世帯数 20. 911 + 53 
12月T日現在

(住民基本台帳による)
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英
知
と
創
意
で

活
力
あ
る
都
市
へ

大

村

市

長

戸

島

(2) b むおお川l川 1I::il昭和61年 1月 1日!川

英

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
清
々
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。平

素
、
皆
様
方
に
は
、

市
政
発
展
の
た
め
、
深
い

ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜

っ
て
い
ま
す
こ
と
に
対
し
、

衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
昨
年
は
、
大
村
市

も
大
変
に
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
、

懸
案
で
あ
り
ま
し
た
大
村
中
学
校
も
、

今
年
4
月
に
は
、
い
よ
い
よ
開
校
の

運
び
と
な
る
の
を
始
め
、
公
営
住
宅

刀
建
設
、
公
共
下
水
道
事
業
あ
る
い

は
生
活
関
連
道
路
の
整
備
な
ど
、
諸

事
業
も
順
調
に
進
捗
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国
経
済
の

回
復
の
遅
れ
か
ら
、
国
は
も
と
よ
り
、

地
方
自
治
体
の
財
政
運
営
は
非
常
に

厳
し
く
、
と
り
わ
け
本
市
の
場
合
は
、

競
艇
事
業
収
益
に
大
き
く
依
存
し
て

い
る
た
め
、
近
年
の
大
幅
な
減
収
は
、

市
財
政
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
で
あ

り
、
財
政
の
健
全
化
と
共
に
行
政
の

改
善
、
改
革
が
急
務
と
い
う
事
態
を

迎
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
市
政

発
展
を
推
進
し
て
行
く
た
め
に
は
、

や
は
り
産
業
の
振
興
が
最
も
重
要
で

す
。
幸
い
に
も
、
昨
年
の
先
端
技
術

産
業
の
操
業
開
始
に
加
え
、
積
極
的

に
誘
致
を
進
め
て
き
ま
し
た
県
立
工

業
試
験
場
が
大
村
市
に
決
定
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
今
後
は
、
ハ
イ
テ
ク
産

業
の
誘
致
と
共
に
地
元
産
業
の
振
興

を
図
り
、
魅
力
あ
る
商
庖
街
の
形
成

と
農
林
水
産
業
の
活
性
化
を
促
進
し
、

調
和
の
と
れ
た
都
市
づ
く
り
に
努
力

す
べ
く
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
い

ま
す
。ま

た
、
大
村
市
の
発
展
策
を
講
じ

財
政
の
健
全
化
な
ど

重
要
問
題
の
解
決
に
努
力

大

村

市

議

会

議

長

中

瀬

正

隆

皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
常
日
頃
、

市
政
の
推
進
に
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
こ
の
た
び
の
改

選
に
よ
り
、
議
員
多
数
の

ご
推
挙
に
よ
り
、
議
長
に

選
任
さ
れ
、
そ
の
要
職
を
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と

共
に
、
議
会
の
代
表
と
し
て
責
任
の

重
大
さ
を
庫
慰
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
得
て
、

議
会
の
円
満
な
運
営
に
努
め
て
行
く

所
存
で
す
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
財
政
状

況
は
依
然
と
し
て
、
国
、
地
方
自
治

体
を
問
わ
ず
極
め
て
厳
し
い
も
の
が

あ
り
、
昨
年
は
大
村
市
行
財
政
調
査

会
の
答
申
も
行
わ
れ
、
財
政
の
健
全

化
に
向
け
て
抜
本
的
な
検
討
を
要
す

る
時
期
に
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
、
市
政
を
め
ぐ
る

幾
多
の
重
要
問
題
が
山
積
い
た
し
て

い
ま
す
が
、
逐
次
こ
れ
ら
の
解
決
の

為
、
懸
命
な
努
力
を
傾
注
し
、
市
政

の
発
展
に
向
か
っ
て
ま
い
進
す
る
所

存
で
す
。

何
と
ぞ
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の

ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

て
行
く
場
合
、
特
に
重
要
視
さ
れ
る

の
が
空
港
問
題
で
あ
り
、
将
来
、
国

際
化
に
よ
る
乗
客
の
増
昌
(
、
あ
る
い

は
貨
物
の
輸
送
増
大
に
備
え
、
国
お

よ
び
県
と
共
に
、
現
在
、
そ
の
整
備

拡
充
に
努
力
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。な

に
と
ぞ
、
本
年
も
市
政
発
展
の

た
め
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
繁
栄
と
ご

健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

道しるべ※下水道 アイ・ラブ・タウンの

大ヂグ成7j(ノ宿ヲて修農業者
棄急符BM癌貨を仔います

ヌ橡大村市内に住み、 60年産水稲について病害虫、台風などの

被害を受けた人

貸付限度額 100万円 利率年3.5% 貸付期間 12か月

申込期限 1月31日伏)※融資予定額になり次第、締め切ります。

申込先大村市農業協同組合、松原農業協同組合
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-めでとう

BG〉点目会巴白
鈴団地区開発振興会ガ晴れの受賞

地
域
ぐ
る
み
で
、
新
し
い
村
守
つ
く

り
に
取
り
組
ん
で
一い
る
、
鈴
田
地
区

開
発
振
興
会
(
渡
辺
良
一
会
長
)
が
、

第

μ
回
全
国
農
林
水
産
祭
の
村
守
つ
く

り
部
門
で
、
農
林
水
産
大
臣
賞
に
輝

き
ま
し
た
。

むおお市政だより(3) 

同
部
門
の
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

は
、
県
内
で
初
め
て
で
す
。
一

鈴
団
地
区
開
発
振
興
会
は
、
住
民

相
互
の
扶
助
や
連
帯
性
な
ど
の
土
地

柄
を
守
り
、
魅
力
あ
る
農
業
ゃ
つ
く
り

を
目
的
に
、
昭
和
叫
年
に
発
足
。
鈴

フ
ジ
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

横

沢

彪

先

生

問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育
課

※
服
装
は
、
華
美
に
な
ら
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

~鈴田地区の中心・鈴田出張所(左側IJ.2階建)付近~

団
地
区
の
全
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま

す。
活
動
内
容
は
、
あ
い
さ
つ
運
覇
の

推
進
、
郷
土
芸
能
の
継
承
、
地
区
行

事
へ
の
参
加
促
進
、
農
業
後
継
者
育

成
や
臨
空
型
農
業
の
育
成
な
ど
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ぽ
づ
く
り
。
の
成
果

は
、
本
格
的
な
相
撲
場
の
完
成
、
イ

チ
ゴ
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
団
地
の
育
成

な
ど
住
民
生
活
や
産
業
の
発
展
な
ど

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

渡
辺
会
長
は
「
受
賞
は
、
皆
ん
な

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
結
果
だ
と
思
う
。
今
後
も
、
こ

れ
を
励
み
に
頑
張
り
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

j 撃た議売年商をか大 主 すた商!
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!卒 E矢⑤開討長 完以b!

初
呑
を
飾
る消

防
由
初
式

ご
参
観
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

新
春
恒
例
の
、
大
村
市
消
防
出
初
島
郵
便
局
1
鶴
亀
橋
j
ア
l
ケ

式

を

行

い

ま

す

。

ー

ド

1
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

多
数
の
皆
さ
ん
の
ご
参
観
、
ご
協
(
雨
天
の
場
合
)

力

を

お

願

い

し

ま

す

。

・

車

両

リ

午

前

日

時

加

分

出

発

、

市

日
時

1
月
8
日
附
、
午
前
9
時

民

会

館

1
西
本
町
バ
ス
停
j
国

場

所

補

助

グ

ラ

ン

ド

(

市

役

所

横

)

道
j
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

(
雨
天
の
場
合
)
市
民
会
館
・
徒
歩
リ
午
前
日
時
日
分
出
発
、
市

市

中

行

進

民

会

館

j
ア
ー
ケ
ー
ド
j
パ
ス

・
車
両
日
午
前

日

時

日

分

出

発

、

補

タ

ー

ミ

ナ
ル

助
グ
ラ
ン
ド
j
国
道
j
パ

ス

タ

分

列

行

進

ー

ミ

ナ

ル

琴

尾

医

院

前

(

西

三

城

町

)

・
徒
歩
H
午
前
日
時
日
分
出
発
、
玖
放
水
演
習
午
前
日
時
的
分
、
大
上

(冬期オフシーズン料金で安くなります)

戸
川
(
消
防
署
横
)

※
午
前
8
時
に
、
演
習
招
集
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

※中国旅行は中国定期航空路・長崎~上海線のご利用を

白
妙
、

av
、
川

ωa

成
人
式
ご
案
内

日
時

1
月
日
日
側
、
午
前
日
時
却

分
(
受
付
開
始
、
午
前
日
時
)

場
所
市
民
会
館

対
象
昭
和
刊
年
4
月
2
日
1
4
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

内
容
式
典
、
新
成
人
の
主
張

記
念
講
演
成
功
を
一
人
占
め
す
る
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[i宮司~mn[j内
保
育
所
名

公
立
保
育
所

池
田
、
中
央
、
三
一

城
、
竹
松
、
本
町
、

私
立
保
育
園

萱
瀬
、
植
松
、
妙

宣
寺
、
久
原
、
三
浦
、
松
原
、

わ
か
ば
、
常
盤
、
新
城
、
諏
訪
、

か
た
ま
ち
、
国
天
天
宮
、
桜
馬
場
、

ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り
、

入
所
資
格

.
母
親
が
い
つ
も
家
事
以
外
の
労
働

を
し
て
い
る
人

・
母
親
が
い
な
い
塞
庭
で
、
同
居
親

族
が
保
育
に
当
た
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

・
母
親
が
出
産
、
病
気
、
心
身
に
障

害
の
あ
る
人

-
母
親
が
い
つ
も
病
人
な
ど
の
看
護

に
あ
た
っ
て
い
る
と
き

・
塞
庭
の
災
害
に
よ
る
と
き

対
象
と
な
る
幼
児

1
歳
j
5
歳
(
ふ
る
ま
ち
保
育
園

は
6
か
月
i
3歳
未
満
、
新
城
保

育
園
は
6
か
月
j

5
歳
)

保
育
料

年
齢
別
に
よ
り
、
そ
の
世

帯
の
税
額
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た

保
育
料
を
、
毎
月
、
納
入
し
て
い

い
た
だ
き
ま
す
。

受
付

1
月
刊
日
幽
1

担
日
幽

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
児
童
係

※
申
請
書
は
福
祉
課
お
よ
び
各
保

々

育
所
に
あ
り
ま
す
。

お
願
い

申
請
書
は
必
ず
、
保
護
者

が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対
る健い 象 ιー
人康る 基盤
… 診人被 雇
堕爆 聖
堂者 君

喜屋 を轟
言J上 手 待薗

孟惇 い喜
一、 エ ヨF 固P

五 弓 す断

健康診断日程

月日 場 所 対象地区

1.14(火 福祉センター 西大村 ・萱 j頼

16;木)大村市コミュニティセンター 三浦・鈴田・大村

17t金) 11 大 ネす

21(火)福祉センター 11 

2~}C) 竹 松 出 張 所 福重 ・松原

2耳木) 11 竹 松

24(金)中地区公民館西 大 干す

受
付
時
間
・

午
前
日
時
j
H
時

.
午
後
1
時
j
2時
初
分

※
今
回
の
定
期
健
康
診
断
以
外
に
、

希
望
に
よ
り
、
年
2
回
ま
で
、
国

立
長
崎
中
央
病
院

・
大
村
市
立
病

院
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

/
I
L
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度機 と すのカ畑 よるり とはすももろむ虎た も 文
みに い虎 O 生減農ろう 、中か虎。の虎い』のん 日 広諺化
ん 白 うよ本存少業 でで高い国との とがろ」威たご く が と
な然 こり当もしに 、しにく古調巻 し強あ虎をんろ 知 い と
で{~ と も に 脅 、よ最た 由 さ来べと て い り 口 か玩な らろも
考護 で人恐か森つ近 O 来ののでは 登もまをる 耽 ん れいに
えの し間ろさ林ては す 仕 兵 み ど 場のすの狐 ) と て ろ
た大 ょのしれに熱乱 る方法まう し、 O が'===>'===>な い伝虎

ママの知恵石けん使う※子を思い

資
料
出
典
・
古
事
こ
と
わ
ざ
辞
典

(
東
京
堂
出
版
)
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が創設されました

むおお市政だより(5) 

一認定請求の手続をしないと支給されません-

障害者の所得保障の一環として、特に重度の障害者の人に特別障害者手当が支給されることになりまし

た。制度の主な内容は次のとおりです。

区分 制 度 の 内
廿ηそ，

20才以上の在宅の人に支給されます。
支給条件

(施設に入所している人、 3か月以上入院している人には支給されません)

1 .国民年金障害程度等級表の 1級の中でも、特に障害が重い人

2.国民年金障害程度等級表の 1級相当の障害が 2つある人
障害程度

3 .国民年金障害程度等級表の 1級相当の障害が 1っと 2級相当の障害が 2つ、計 3つの障害

がある方

支給額 月に、 20.000円

原爆被爆者の介護手当、公害補償法および予防接種法の手当については、併給調整されます。
併給調整

(原爆被爆者の介護手当を受けている人については、その差額が支給されます)

障害者本人の所得制限額 194万8.000円(公的年金などの収入金額も含まれます)
所得制限

扶養義務者の所得制限額 568万8.000円

認定の請求方法 1月13日(月)より福祉課福祉係で仔・ってください。

※4月分からの手当が、支給の却象となります。

5月以降申請の場合は、申請の翌月からとなりますので、 ご註主主ください。

⑧
⑥
⑧
⑧
 

が
変
わ
り
ま
す

福
祉
手
当
は
、
従
来
、
障
害
福
祉

年
金
と
障
害
年
金
と
の
格
差
を
是
正

す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
1
日
よ
り
、
両
年
金
が
障
害
基

礎
年
金
と
し
て
一
本
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
福
祉
手
当
は
廃
止
さ
れ
ま

す。
た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
の
支
給

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
却
歳
未
満
の

人
、
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
基
礎

年
会
止
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
却

歳
以
上
の
人
に
は
、

4
月
1
日
以
降

福
祉
手
当
と
同
額

(
1
万
1
2
5
0

円
)
の
、
次
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

0

1
障
害
児
福
祉
手
当

i

対
象
却
歳
未
満
の
人

※
福
祉
手
当
か
ら
、
障
害
児
福
祉

手
当
に
名
称
が
変
更
さ
れ
た
だ

け
で
、
年
齢
以
外
の
要
件
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

レ
ン
ト
ゲ
ン
機
診

の

結

果

日
月
日
日

l
n日
に
実
施
し
た

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
の
結
果
は
、
下

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
ロ
月
日
日
ま
で
に
通
知

の
な
か
っ
た
人
は
異
常
無
し
で
す
。

健
康
を
守
る
た
め
、
毎
年
受
診
し

早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
初
歳
未
満
の
人
で
、

す
で
に
福
祉
手
当
を
受
け
て
い

る
人
は
、
新
た
に
認
定
請
求
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ー
経
過
措
置
と
し
て
の

福

祉

手

当

j

対
象
加
歳
以
上
の
人
で
、

4
月
1

日
に
、
現
行
の
福
祉
手
当
の
受
給

資
格
を
有
す
る
人
の
う
ち
、
特
別

障
害
者
手
当
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

現
行
通
り
、
福
祉
手
当
を
支
給
し

ま
す
。

支
給
期
間

4
月
1
日
以
降
引
き
続

き
、
福
祉
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
ま
で
の
間

問
い
合
わ
せ
先
福
祉
課
福
祉
係

(いつでも受け付けます)合③9658※ボケ老人介護相談電話室

年齢 足J泊手三巴芸口ノ会".-芸仁E三F 要・酎劃帯主者 率{却

20代 24人 O 
ノ¥ 。

30代 161 4 2.5 

40代 125 2 1.6 

50代 211 11 5.2 

60代 286 20 7.0 

70代 127 14 11.0 

80代 11 1 9.1 

計 945 52 5.5 
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イ
チ
ゴ
の
収
穫
、
始
ま
る
(
弘

三
ノ
郷
)

つ
み
と
ら
れ
だ
イ
チ
ゴ
は
¥
飛
行
機
で
東
京

へ
。
翌
日
に
は
市
場
に
顔
を
だ
し
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
¥
叩
日
(
)
初
日
ほ
ど
収

穫
が
遅
い
と
か
。
(
写
真
は
、
森
山
義
昭
さ
ん

のビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
)

九 時議J

詰災ぷ
7鮫j議i¥

18年ぶりの大相撲大村準本場所(潟 市営野球場)

大村市出身で、元NHK相撲解説者玉の沼恒吉さ

んの引退記念興行として開かれ、約6000人のフ?

ンでにぎわいましだ口

おめでとう、尾崎さん、松家さん

第34回全国青年大会の将棋の部で優勝しだ尾崎栄治さん(須田ノ木町〉と、第33

回全国高校定時制・通信制生徒「生活体験発表大会」で労働大臣賞を受賞しだ

松ま正徳さん(大村高校定時制3年〉が、市役所を訪ね、喜びの報告をしましだ。

記f-44

ミ:・ ~i

(月曜日~土曜日、午前日時~午後5時)

(
砂
松
永
正
徳
さ
ん
)

2③4070 ※子育て電話相談室

お
わ
び
と
訂
正

第
2

・
4
土
曜
日
の
月
2
回
」
と
あ

る
の
は
、
「
同
朝
市
は
第

2
・4
日
曜

日
の
月
2
回
」
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
、

訂
正
し
ま
す
。

ロ
月
日
日
号
、
カ
メ
ラ
す
ぽ
っ
と

(
7
ペ
ー
ジ
)
の
か
新
鮮
さ
が
大
好

評
。
の
コ
ー
ナ
ー
で
、

「同
朝
市
は
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第

9
回
市
民
駅
伝
大
会

参

加

者

募

集

期
日

2
月
日
日
(
水

・
祭
日
)

コ
ー
ス
・

駅
伝
H
菅
一瀬
小
周
辺
コ

l

ス
・ロ

l
ド
レ

l
ス
リ
浄
水
管
理
セ
ン

fi@1353 

短期講座受講者募集

むおお市政だより(7) 

講座名 曜 日 指 導者 備 考

卓球 水または土卓球愛 好 会 卓球の基礎

俳句 土 文芸協会俳句部 俳句のっくり方

短歌 土 H 短歌苛 短歌のっくり方

JII 柳 土 11 JII柳部 川柳のっくり方

タ
l
周
辺
コ

1
ス

参
加
で
き
る
人

市
内
に
住
ん
で
い

る
健
康
な
人

※
駅
伝
は
、
団
体
、
職
場
、
地
域
、

学
校
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。

駅
伝

(
U凶
×

5
区
間
)

・
一
般
A
H
職
場
、
地
域
な
ど

・
一
般
B
H
自
衛
隊
、
高
校
生
、
学

生
な
ど

口
l
ド
レ

l
ス

・
小
学
校
低
学
年
H
1
j
3年
生
、

u
h
 

・
小
学
校
高
学
年
H
4
j
6
年
生
、

2
M
 

-
中
学
生
H
男
女
別
、

3
凶

・
高
校
女
子

・
一
般
女
子
リ
3
凶

参
加
料

・
駅
伝
H
1
チ
l
ム
3
0
0
0
円

・ロ
1
ド
レ
!
ス
リ

1
人
2
0
0
円

期間 1月一 3月 (12回)

時 間 午後 6 時30分~ 8 時30分

対 象 市内に住んでいる人、または勤めてい

る人で、 30才未満の人

受講 料 無料 (教材費は実費)

申込期限 1月18日仕)

申し込み・問い合わせ先

勤労青少年ホーム(午後 lSト 9時まで)

※申込時にホーム災害補償保険的臥金150円)

に加入していただきます。

※
申
し
込
み
時
に
、
受
け
付
け
ま

す
。
傷
害
保
険
料
、
ゼ
ッ
ケ
ン

代
を
含
み
ま
す
。

申
込
方
法

・
駅
伝
、
高
校
女
子
、
一
般
女
子

申
込
用
紙
(
体
育
課
に
あ
り
ま

す
)
で
、
体
育
課
へ
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・ロ
1
1

ド
レ
1

ス
(
小
中
学
生
)

学
校
を
通
し
て
、
小
学
校
は
放

虎
原
小
、
牧
島
洋
二
先
生
へ
。

史
子
校
は
西
大
村
中
、
上
田
博

久
先
生
へ
。
一
括
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

1
月
況
日
樹
、
必
着

問
い
合
わ
せ
先

陸
協
事
務
局
、
上
田
(
③
4
7
1

3
、
③
2
3
6
0
西
中
)
、
大
会
総

務
、
奥
村
(
④
2
6
8
5
、
②
2

6
1
1
ろ
う
学
校
)

第
お
回
大
村
市
少
年
剣
道
大
会

成

。主主

』貝

団
体
戦

(
ロ
チ
l
ム
出
場
)

①
池
田
A

②
中
央
A

①
池
田

B
、
諏
訪
B

個
人
戦

(
印
人
出
場
、

1
位
の
み
)

・
小
学
3
年
生
日
満
井
紀
行

・小
学
4
年
生
日
近
藤
秀
樹

.
小
学
5
年
生
日
楠
本
欣
司

.
小
学
6
年
生
日
仲
野
俊
樹

・
中
学
1
年
生
H

安

達

太

.
史
子
2
年
生
日
大
川
内
雅
英

.
中
学
3
年
生
リ
大
久
保
賢
一

は
り
を
考
え
る
②

j

I
1

機
能
訓
練
。
根
気
の
会
ヘ
，

脳
亙
中
後
遺
症
、
事
故
後
遺
症
、

一
リ
ウ
マ
チ
や
老
化
な
ど
の
た
め
に、

一体
を
動
か
す
の
が
不
自
由
な
人
や
、

体
を
動
か
す
働
き
が
弱
っ
て
い
る

人
で
、
的
歳
以
上
の
人
は
、
機
能

訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
の
午
後

1
時
初
分
1
3
時
初
分
ま
で
、
心

身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
(西
三

城
町
)
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
理
学
療
法
士
、

保
健
婦
、
ホ
l
ム
・
へ
ル
パ

l
の

皆
さ
ん
で
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
紙
粘
土
グ
ル
ー
プ
や

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

ち
ぎ
り
絵
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
協
力

も
あ
り
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
健
康
体
操
、
集
団
で

の
機
能
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
手
工
芸
、
講
演
会
、
ぶ
ど
う

狩
り
な
ど
屋
外
訓
練
や
専
門
家
に

〆:

よ
る
個
別
相
談
な

綴

ど
を
実
施
し
て
い

ン

ま
す
。

j
d

参
加
し
た
人
は

「
根
気
の
会
が
待

ち
遠
し
い
。
め
い

っ
た
気
持
ち
が
す

か
っ
と
な
り
ま
す
」

と
、
月
2
回
の
会
一

合
を
楽
し
み
に
し
一

て
い
ま
す
。
一

根
気
の
会
へ

の

申
し
込
み
・
問
い

合
わ
せ
は
、
生
活

環
境
課
衛
生
係
へ
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

※ 「いじめJなくし、明るい友だち関係をつくりましょう

遺書
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4
1
月
別
白
ま
で
で
す

償
却
資
産
の
申
告

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
毎
年
、

1
月
1
日
現
在
の
所
有
状
況
な
ど
を

市
長
に
申
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。法

人

・
個
人
の
別
な
く
、
全
資
産

に
つ
い
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
償
却
資
産
と
は
、
土
地
お

よ
び
家
屋
以
外
の
資
産
の
う
ち
、
事

業
の
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資

産
で
、
そ
の
減
価
償
却
普
一
が
所
得
税

あ
る
い
は
法
人
税
の
税
務
計
算
上
、

必
要
経
費
ま
た
は
損
金
に
算
入
さ
れ

る
資
産
で
す
。

ま
た
、
自
己
使
用
の
も
の
ば
か
り

で
な
く
、
他
人
に
貸
し
て
い
る
資
産

も
含
ま
れ
ま
す
。

貸
庖
舗
の
借
主
が
施
工
し
た
内
装

工
事
(
改
造
、
改
装
も
含
み
ま
す
)

も
、
償
却
資
産
と
し
て
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

あい

愛ちゃん・竹松本町)

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
資
産

・
構
築
物
(
煙
突
、
・
貯
水
池
、
舗
装

路
面
、
内
装
工
事
、
土
地
に
{
墨
看

し
た
土
木
設
備
な
ど
)

・
機
械
お
よ
び
装
置

・
船
舶
(
客
船
、
貨
物
、
船
な
ど
)

.
航
宝
機

・
車
両
お
よ
び
運
搬
具
(
構
内
運
搬

車
、
特
殊
自
動
車
な
ど
)

・
工
具
お
よ
び
備
品

提
出
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

申
告
期
限

1
月
幻
日
例

※
昨
年
、
資
産
申
告
を
し
た
人
は
、

昭
和

ω年
中
の
増
減
の
み
で
結
構

で
す
。

申
告
書
並
び
に
詳
し
い
こ
と
は
、

税
務
課
固
定
資
産
税
係
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

ふじおか

(藤岡

無
事
故
優
良
運
転
者
をま

す

表
彰
区
分
・

県
表
彰
U
免
許
取
得

後
2
月
末
現
在
で
、
初
年
以
上
、

初
年
以
上
で
、
初
年
以
上
の
人

は
同
年
以
上
の
市
表
彰
を
受
け

て
い
る
人
(
自
動
二
輪
免
許
以

上
、
原
付
を
除
く
)

・
市
表
彰
日
免
許
取
得
後
2
月
末
現

在
で
、
叩
年
以
上
、
日
年
以
上
、

初
年
以
上
、
お
年
以
上
、
初
年

以
上
の
人
(
免
許
の
種
類
は
問

い
ま
せ
ん
)

申
請
資
格

免
許
取
得
後
、
継
続
し

て
自
動
車
(
原
付
、
小
特
を
含
む
)

表

彰

し

に
よ
る
交
通
事
故
歴
が
過
去
叩
年

以
上
な
く
、
交
通
違
反
そ
の
他
罰

金
以
上
の
刑
に
当
る
犯
罪
行
為
が

過
去
5
年
以
上
な
い
こ
と

申
請
書
提
出
期
限

2
月
ロ
日
附

提
出
書
類

表
彰
上
申
書
、
無
事
故

無
違
反
証
明
書
(
自
動
車
安
全
運

転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も
の
)

※
2
月
4
日
例
ま
で
に
、
表
彰
上

申
書
に
証
明
手
数
料

一
部
金
3

0
0
円
を
添
え
て
交
通
安
全
協

会
に
提
出
さ
れ
た
人
に
限
り
、

証
明
書
の
交
付
手
続
を
代
行
し

ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

大
村

E
父
通
安
全
協
会

(電話黒山首
9
8
8
9
)

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校

研

修

案

下
請
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

と
今
後
の
露
五
、
経
営
戦
略
や
、
小

集
団
活
動
を
通
じ
て
の
技
術
力
向
上

の
手
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
事
例
研
究
や
工
場
見
学
も

行
い
ま
す
。

テ
ー
マ

下
請
企
業
の
取
り
組
む
べ

き
今
後
の
課
題

対
象

中
小
企
業
(
製
造
業
)
の
経

AQE 

営
者

・
管
理
者
お
よ
び
後
継
者

期
間

2
月
口
日
間
j
紅
白
幽

定
員

初
人

申
込
期
限

1
月
お
日

ω

※
期
限
前
で
も
、
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

受
講
料

2
万
5
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
大
学
校
直
方
校
研
修
課

Q
T
m
直
方
市
永
満
寺
、
合
直
方

③
1
1
4
4
)
 

《香
典
返
し
》
敬
称
略

福
祉
基
金
へ

マ
中
村
澄
香
(
東
三
城
町

・
亡

母
キ
ク
)
初
万
円

マ
森
川
ツ
タ
エ
(
竹
松
本
町

・

亡
母
樋
口
モ
リ
)
2
万
円

マ
福
田
良
行
(
立
福
寺
郷

・
亡

父
熊
重
)
印
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
宮
下
栄
一
蔵
(
沖
田
郷

・
亡
父

寅一

)
5
万
円

マ
小
佐
々
喜
代
治
(
日
泊
町

・

亡
父

・
満
衛
)
5万
円

マ
楠
本
義
隆
(
本
小
路

・
亡
母

マ
サ
)
3万
円

マ
柴
田
宗
弘
(
大
川
田
町

・
亡

妻
マ
ツ
子
)
叩
万
円

《
一
般
寄
付
》

敬
称
略

清
和
園
へ

マ
大
琴
の
会
H

大
正
琴
演
奏

マ
松
本
サ
ガ
子
(
駅
前
ア
パ

不
要
究
費
著
者
d

叫

叫

内

232おり対とうございました
火
葬
業
務
を

一

時

休

業

し

ま

す

火
葬
炉
の
レ
ン
ガ
巻
替
え
工
事
の

た
め
、
休
業
い
た
し
ま
す。

期
間

1
月
日
日
伯
j

M
日
働

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
衛
生
係

※
工
事
期
間
中
は
、
諌
早
市
営
火
葬

場
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ー
ト
)
衣
類

・
衣
裳
ケ
l
ス

マ
老
人
会
大
良
会
(
長
崎
市
)

民
踊
慰
問

マ
大
村
園
芸
高
校
U
有
志
拭
き
奉

仕
ほ
か

社
会
福
祉
協
議
会
へ

マ
大
村
発
電
所
分
会
青
年
婦
人

部
H

金
一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

マ
寿
々
木
松
子
(
原
口
町
)
初

万
円

マ
春
山
東
通
(
竹
松
本
町
)
パ

ジ
ャ
マ

ω枚
ほ
か

~ 
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